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 昨日、令和６年度の育友会総会を無事に行うことができま

した。本校は、児童生徒が１３名、世帯数が９世帯と少ない

のですが、全世帯の保護者の方々にご参加いただきました。

なかには、役員であられるということもあって、複数名でご

参加いただくご家庭もあって大変ありがたく思っておりま

す。前期課程の教頭から「自分が勤務している３年間では、

初めてです」とお聞きしてさらにうれしくなりました。総会

は、１時間ほど行いましたが、その時間、児童生徒会長が、

総会を終わるのを学校で待っていた幼い児童のお世話をしてくれて大変助かりました。児童

生徒会長さんありがとうございました。 

役員が交代し、新体制で今年度、臨んでまいりますので、今後とも育友会活動にご理解・

ご協力お願いたします。 

昨日の午前中に私が、校長室にいると前期課程の１年生から４年生が訪ねてきました。外

国語活動の授業中だったらしく、一人一人が英語で自分の名前や好きな果物を私に教えてく

れました。その自己紹介ぶりは、とてもかわいらしく、また、とても堂々としており、楽し

んで授業に臨んでいると感じました。そして、前期課程の外国語活動には、後期課程の英語

科の教諭が乗り入れ授業を行っていることにより、専門性の高い活動を行うことができてい

ると思いました。別れ際に、子供たちから英語で校長先生の好きな果物は、何かと質問され

ました。予期せぬ質問に好きな食べ物と勝手に解釈し、思わず I like sushi．と答えてし

まいました。私は、英語を小学校６年生から大学２年生まで勉強していましたが、改めて使

えていないなと実感しました。子供たちが笑顔で英語を使ってコミュニケーションをとろう

とチャレンジする姿がとても素敵だなと感じました。 

右の写真は、前期課程の児童全員の体育の授

業風景です。１年生から６年生、８名が一生懸

命、課題に取り組んでいることがこの写真から

感じられると思います。当然、発達段階の違い

からできることの範囲が異なっています。しか

しながら、児童一人一人が自分の持てる力を伸

ばそうと全身を使って活動しています。 

以前、私が勤めていた学校でも生徒数が少な

かったため合同で体育の授業を行っていまし

たが、「憧れの先輩が頑張るから自分も頑張る」

「後輩たちのよき手本でありたいから頑張る」

という姿が見られました。それと似たことを前

期課程の体育の授業から感じます。本校のとても素敵なことだと思います。 


